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学位論文内容の要旨
わが国の一般廃棄物処分場は,有害物質が周辺の環境を汚染しないことはもちろんのこと,｢負の遺産を子孫の代に残
さない｣をキーワードに,最終処分場を反応器ととらえて,様々な反応によって廃棄物の安定化を促進することを目指し
ている｡安定化の促進に有効な手段は,埋めたてられる廃棄物の種類や安定化に寄与する反応が複雑な機構を有すること
などから未だ研究段階ではあるが,水分の供給が極めて重要な因子であることが指摘されている｡一方,キャビラリー バ
リア型覆土は浸透水抑制型覆土として一定の評価を得ているが,浸透水量を制御する見地からの十分な研究がなされてい
ない｡
また,キヤビラリー バリア型覆土の浸透抑制効果は,砂層の果たす役割が大きいとされるが,我が国で採取される天然
砂は環境問題などの要因から枯渇傾向にあるO-方,循環型社会の形成は国が主体となって取り組む問題として,3Rの
認知度も徐々に広がりつつあるOこのような現状から,キヤビラリー バリア型覆土の砂層材料に各種廃棄物が適用できれ
ば,砂の枯渇問題-の対応および循環型社会の形成の一助になると考えられる｡
本論文では,安定化促進を目指した浸透水量を制御するためのキヤビラリー バリア型覆土の構造と浸透水量の予測につ
いて研究するとともに,砂の枯渇問題と循環型社会の形成の一助となることを期待して,各種廃棄物のキヤビラリー バリ
ア型覆土の砂層材料-の適用手法について研究したものである｡以下に本論分における主な成果について列挙する｡
① キヤビラリー バリア型覆土は材料によって多様な浸透量を実現できること,要求する浸透量によって性能の高くない
砂も有効に利用できることが明らかになった｡
② キヤビラリー バリア型覆土の上流側の勾配を緩くすることによって浸透量の均等性を改善できることが明らかにな
った｡
③ 一次速水層の機能は構築直後と1年後とでは大きく変化するが,1年後以降にはほとんど変化しないことが明らかに
なった｡
④ 一次速水層の機能変化を想定した解析手法を提案したo
⑤ 一次速水層の機能変化を想定した数値解析を検証し,この手法が浸透水量制御を目的としたキヤビラリー バリア型覆
土の設計に有効に活用できることが明らかになった｡
⑥ 副産物を用いたキヤビラリー バリアの側方排水の環境安全性の評価手法を提示した｡
⑦ 副産物をキヤビラリー バリア型覆土に用いるための調査手法を提案した｡
論文審査結果の要旨
本研究は,安定化促進を目指して浸透水量を制御するためのキヤビラリー バリア型覆土の構造と浸透水量
の予測について研究するとともに,各種副産物のキヤビラリー バリア型覆土の砂層材料-の適用手法につい
て研究したものである｡本研究の主な成果は,キヤビラリー バリア型覆土は材料によって多様な浸透量を実
現できること,上流側の勾配を緩くすることによって浸透量の均等性を改善できることを明らかにしたこと
である｡また,表層付近の粘性土等の一次速水層は覆土構築時の透水係数を基に解析的に浸透水量予測を実
施すると解析と実際の浸透水量が異なることが問題となっていた｡本研究では,一次速水層の機能変化につ
いて検討し,この機能変化が砂質土では透水係数が低下し,粘性土では透水係数が大きくなることを明らか
にした｡また,この機能変化が覆土構築後に大きく変化しその後はほとんど変わらないことが明らかにした｡
この機能変化を想定した数値解析手法を提示し,この手法が浸透水量制御を目的としたキヤビラリー バリア
型覆土の設計に有効に活用できることを検証している｡さらに,副産物を用いたキヤビラリー バリアの側方
排水の環境安全性の評価手法を提示するとともに,副産物をキヤビラリー バリア型覆土に用いるための調査
手法を提案している｡
わが国の最終処分場は有害物質が周辺の環境を汚染しないことはもちろんのこと,｢負の遺産を子孫の代に
残さない｣をキーワードに,最終処分場を反応器ととらえて,様々な反応によって廃棄物の安定化を促進す
ることを目指している｡従来のキヤビラリー バリア型覆土は,浸透水量を極力抑制することを目的としてい
たが,本研究は安定化促進を目指した水分量制御型のキヤビラリー バリア型覆土の実現-の貢献が期待され
る｡また,副産物を用いたキヤビラリー バリア型覆土の研究は,天然砂の枯渇問題の解決および循環型社会
の形成に寄与できると考えられる｡本研究成果は,安全 ･安心な最終処分場の形成と循環型社会の形成-の
貢献が期待できる｡
上記の研究成果により,本研究は博士号 (環境学)を授与するに値すると判断した｡
